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基礎基盤研究、応用実用化研究の連携を図るため、NDF、東京電力、JAEAの3者で長期的課題を含め課題を共有する打
合せを2022年4月より実施

出典：第10回廃炉研究開発連携会議資料

ニーズ・シーズのマッチングに関する議論の進め方（１）
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評価・課題抽出の観点検討されて
いる概念設計

要求事項/認識
されている課題

エンド
ポイント

動機工程

現場
指向

迅速合理的確実安全

・現在検討中の
概念
・極端な概念

デブリ
取出し

移送
/保管

バックキャスト（目的・目標の提示）
（動機・エンドポイントに対する要求事項を整理）

フォアキャスト（現行の到達度合いはどの程度か？）
（要求事項に対して、どこまで応えられているか？十分か？）

網羅性チェック（目標に抜け漏れはないか？）
（要求事項は十分か？＊＊＊についても問題になるのではないか？）

備考
R&D実施
時期（案）

R&D実施
枠組み（案）

R&Dテーマ
具体的課題の

探索・対応策抽出
検討の

主要ポイント
具体化に向けた
検討の方向性

認識された
課題

令和5年度は、R&Dテーマを詳細化し、実施枠組み・実施時期に応じNDF、JAEA等で実施する研究テーマ
として推進できる手続きを進める。

ニーズ・シーズのマッチングに関する議論の進め方（２）

廃炉プロセ
スを整理

エンドポイント
（バックキャストの

基点）を共有

すでに実施して
いる研究・開発

内容を共有

すでに得られている課題に対
し、安全・確実・合理的・迅速・

現場指向の観点で整理

実施中の研究・開発（フォアキャスト）と
バックキャストから課題として長期的視点

で新たな課題がないかを議論

新たに共有された課題に対しては、各々機関のア
ウトプット（研究開発中長期計（ NDF ）、基礎・基

盤研究の全体マップ（ JAEA ）等）に反映
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3議論結果の反映例

基礎・基盤研究の全体マップ（JAEA）抜粋 研究開発中長期計画（NDF）抜粋


